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全国消費実態調査 調査票新旧対照表 

【甲調査 家計簿 10月分】 

表紙 

2019年調査（案） 2014年調査 

（変更案） 

①名称を変更

②「世帯区分」欄を削除

（変更理由） 

①家計簿Ａが 10月分，家計簿Ｂが 11月分と，家計簿様式と調査月が一対一で対応することとなったため

②世帯区分により異なっていた家計簿の記入方法を統一することにより，家計簿において区別して把握することが不要になったため

①

②

資料４　別紙10
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Ⅰ 自動引落しによる支払 

2019年調査（案） 2014年調査 

    

Ⅰ　口座自動振替による支払

○「１」～「30」以外のものについては，「支払内訳」の種類，品目別に今月の支払額を記入してください。

○クレジットカード，掛買い，月賦による購入分の支払をしたときには，「カード払い 掛買い 月賦」欄に「○」を記入してください。

○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

1 （ 月分）

2 （ 月分）

3 （ 月分）

4 （ 月～ 月分）

5 （ 月～ 月分）

8 （ 月分）

9 （ 月分）

10 （ 月分）

11 （ 月分）

 うち 他社代行請求分　　　　　　

 うち 機器代金分割支払分　　　　　　　

15 （ 月分）

16 （ 月分）

17 （ 月分）

18 （ 月分）

19 （ 月分）

20 （ 月分）

21 （ 月分）

22 （ 月分）

23 （ 月分）

24 （ 月分）

25 （ 月分）

保育所の保育料

幼稚園の保育料

学 校 授 業 料 （ ）

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 （ ）

学 校 教 材 費 （ ）

（ ）

（ ）

住宅ローンの返済

家　　　　　　　　賃

共益費又は管理費

月極駐車場料金

学 校 給 食 費 （ ）

月分）（英字　スポーツ紙を含む） （

業界紙など

　　　　（電話機器代金等）

14
新 聞 代

一般的な中央・地方新聞

13

12

その他の受信料 （ ）

（ ）

（ ）
　　　　（有料サイト利用料等）

インターネット接続料

固 定 電 話 料
金

携 帯 電 話 料
金

（ 月分）

（ 月分）

プ ロ パ ン ガ ス 料
金

水 道 料 金

ＮＨＫ放送受信料

6
ケ ー ブ ル テ レ ビ 受 信 料

インターネット

接続料を含む

7
インターネット接続

料を含まない

都 市 ガ ス 料
金

支払内訳 （種類　品名等）
ｶ ｰ ﾄ ﾞ 払 い
掛 買 い
月 賦

今月の支払額
　　　　　　　　　　　　(円）

電 気 料 金

Ⅰ　口座自動振替による支払（つづき）

26 （ 月分）

27 （ 月分）

28 （ 月～ 月分）

29

30 （ ， 月分）

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

合　　　　計

36

支払内訳 （種類　品名等）
ｶ ｰ ﾄ ﾞ 払 い
掛 買 い
月 賦

今月の支払額
　　　　　　　　　　　　(円）

国 民 年 金 掛
金

国民健康保険料

個 人 住 民 税

固定資産税・都市計画税

保険料（積立・掛け捨て）
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（変更案） 

①記入欄の名称を，「口座自動振替による支払」から「自動引落しによる支払」に変更 

②「カード払い 掛買い 月賦」欄の名称を「クレジット 掛買い・月賦」に変更し，破線の「○」印を追加 

③「携帯電話料金 うち 他社代行徴収分」を，「携帯電話料金 うち 携帯電話事業者による代行徴収分 有料コンテンツ利用料」，「携帯電

話料金 うち 携帯電話事業者による代行徴収分 有料コンテンツ利用料以外の買い物代等」に分割 

④「ケーブルテレビ等受信料 インターネット接続料を含まない」を，「固定電話代」，「携帯電話代」，「その他」に分割 

⑤「保育所の保育料」及び「幼稚園の保育料」を「保育所・幼稚園の保育料」に統合 

⑥「国民健康保険料」，「個人住民税」，「固定資産税・都市計画税」を削除 

⑦「  保険料」の記入欄を１から３に増設 

⑧１ページ目に「合計」欄を追加し，ページ毎に合計を記入するよう変更 

⑨「クレジットカード払いの返済」欄を追加 

（変更理由） 

 ①～⑧統計委員会における家計調査の家計簿の議論を踏まえた修正 

⑨家計簿への記入漏れを防ぎ，支出をより正確に把握するため 
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Ⅱ 口座への入金（給与・年金等） 

2019年調査（案） 2014年調査 

（世帯主用 １ページ）    （世帯主の配偶者用 １ページ）   （他の世帯員用 ２ページ） 

   

追加 

（変更案） 

①「口座への入金（給与・年金等）」を新設。「口座自動振替による支払」欄及び「現金収入及び現金支出」欄に記入していた，口座へ

入金された「給与明細」，「賞与」，「年金明細」及びその他の収入等について記入する。相当数の記入があると考えられる項目につい

てあらかじめ記載 

②世帯主用，配偶者用及び他の世帯員用のページを用意（計４ページ） 

（変更理由） 

統計委員会における家計調査の家計簿の議論を踏まえた修正 
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Ⅲ 日々の収入と支出 

2019年調査（案） 2014年調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ　現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）
○現物とは，勤め先から支給された定期券，よそからのもらい物・もてなしを受けた場合（もらい物），自家産の野菜や

　自分の店の商品などを家計用として取り入れたり，贈答用に使用した場合をいいます。

○該当するものがあった場合，その品名，「だれから」あるいは「だれへ」など，内容をできるだけ具体的に記入してください。
○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

1 2 3 4 5 6

日 1 1 2 3 4 5 6

日 2 1 2 3 4 5 6

日 3 1 2 3 4 5 6

日 4 1 2 3 4 5 6

日 5 1 2 3 4 5 6

日 6 1 2 3 4 5 6

日 7 1 2 3 4 5 6

日 8 1 2 3 4 5 6

日 9 1 2 3 4 5 6

日 10 1 2 3 4 5 6

日 11 1 2 3 4 5 6

日 12 1 2 3 4 5 6

日 13 1 2 3 4 5 6

日 14 1 2 3 4 5 6

日 15 1 2 3 4 5 6

日 16 1 2 3 4 5 6

日 17 1 2 3 4 5 6

日 18 1 2 3 4 5 6

日 19 1 2 3 4 5 6

日 20 1 2 3 4 5 6

現　　　　物

現

物

支

給

も

ら

い

物

・

も

て

な

し

自

分

の

店

の

商

品

（
贈

答

用

）

自

家

産

（

家

計

用

）

　品 名

自

家

産

（

贈

答

用

）

自

分

の

店

の

商

品

（
家

計

用

）

金　　　　　額

市 価 見 積 額

当てはまる番号を

○で囲んでください。 （円）

Ⅲ　現金収入又は現金支出

○日付は毎日記入してください。

○収入・支出が全くない日は，「支出なし」と記入してください。

　その際，このページの「本日の現金残高」欄に前日記入したページの「本日の現金残高」を記入してください。

○１ページに記入しきれない場合は，次の「Ⅲ　現金収入又は現金支出」のページに記入してください。

　ただし，その場合は，各ページごとに「現金収入」，「現金支出」の合計金額を記入します。

○家計上の収入があった都度記入し，現金による収入だけでなく，口座に振り込まれた収入も記入してください。
○収入は，税金などが差し引かれる前の総額で，だれの収入か，収入の種類・内訳がわかるように記入してください。
○給料や賃金から引かれる税金，健康保険料，厚生年金保険料，財形貯蓄などの控除額は「現金支出」欄に記入してください。

○「しょう油」，「Tシャツ（太郎）」，「かぜ薬」などのように個々の品名を具体的に記入してください。
○クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入は右のページに記入してください。
○贈答用や離れている家族に送るために購入した場合は，品名の後にその用途（使用目的）がわかるように具体的に
　記入してください。
○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

前月からの繰越金

(円） (円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

こ　　の　　ペ　　ー　　ジ　　の　　合　　計

円

現 金 支 出

現金支出

円

現 金 収 入

日

記入上の注意

現金収入

本日の現金残高

収  入  の  種  類  又  は
支 出 の 品 名 及 び 用 途

預貯金引き出し

借入金を含む

収入からの控除 預貯金預け

入れ 借入金返済を含む

　　
左のページと同じ日について記入してください。

Ⅳ　クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入

○クレジットカード，掛買い及び月賦で購入したときの金額は，購入金額の総額を記入してください。

○月々の支払，頭金や手付金の支払は，ここには記入せず，「Ⅰ　口座自動振替による支払」又は，

　「Ⅲ　現金収入又は現金支出」に記入してください。

○「エアコン　クレジットカード６回払い」や「雑誌（nanaco）」などのように個々の品目を具体的に記入してください。
○贈答用や離れている家族に送るために購入した場合は，品名の後にその用途（使用目的）がわかるように具体的に
　記入してください。
○クレジットカード，掛買い及び月賦で購入したときは，「１」（一括払い）又は「２」（分割払い）を「○」で囲んでください。
○プリペイド（前払い）方式の電子マネーにクレジットによるチャージを行った場合や，オートチャージが行われた場合は，

　「１」（一括払い）を「○」で囲み，「電子マネーにチャージ」又は「電子マネーにオートチャージ」と記入し，金額欄に

　金額を記入してください。

○プリペイド（前払い）方式の電子マネーで商品・サービスを購入したときは，「３」（電子マネー）を「○」で囲み，

　ポストペイ（後払い）方式の電子マネーで商品・サービスを購入したときは，「１」（一括払い）を「○」で囲んでください。

○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

3

1 2

一

括

払

い

分

割

払

い (円）

1 1 2 3

2 1 2 3

3 1 2 3

4 1 2 3

5 1 2 3

6 1 2 3

7 1 2 3

8 1 2 3

9 1 2 3

10 1 2 3

11 1 2 3

12 1 2 3

13 1 2 3

14 1 2 3

15 1 2 3

16 1 2 3

17 1 2 3

18 1 2 3

19 1 2 3

20 1 2 3

   　品 名 及 び 用 途 ク レ ジ ッ ト
掛 買 い
月 賦   　支 　払　 方 　法 電

子

マ

ネ

ー

金　　　　　額

記入上の注意

日

支払方法

当てはまる番号を

○で囲んでください。
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（変更案） 

①「現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）」，「現金収入又は現金支出」，「クレジットカード，掛買い，月

賦，電子マネーによる購入」を「日々の収入と支出」に統合し，１日２ページ（見開き）のレイアウトとする。なお，「現金収入又

は現金支出」に記入していた項目のうち，口座へ入金された収入については「口座への入金（給与・年金等）」欄に記入 

②「現金収入又は現金支出」の記入欄を「支出」，「現金収入」，「預貯金の引出と預入」に分割 

③「クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入」の記入欄は「支出」に統合 

④「現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）」の記入欄は，「自分の店の商品（家計用）」及び「自分の店の商

品（贈答用）」を「支出」に統合し，その他は廃止 

⑤①～④の記入欄の整理統合に対応するため，「支払方法」の記入を選択式に変更する。具体的には，「現金」，「クレジット・掛買い・

月賦」，「電子マネー プリペイド（前払い）」，「電子マネー ポストペイ（後払い）」，「ポイント」，「商品券」，「デビットカード」，「口

座間振込等」，「自分の店の商品」の選択肢を追加する。この際，「クレジット 掛買い 月賦」の「一括払い」及び「分割払い」は「ク

レジット・掛買い・月賦」に，「自分の店の商品（家計用）」及び「自分の店の商品（贈答用）」を「自分の店の商品」に統合し，「電

子マネー」は「電子マネー プリペイド（前払い）」と「電子マネー ポストペイ（後払い）」に分割する 

⑥用途を記述式から「自家用以外（贈答・来客用、仕送りなど）」欄に「○」を付ける方式に変更 

⑦「前日からの繰越金」欄を新設 

（変更理由） 

①日々の収入と支出にかかる記入欄を１日２ページ（見開き）にまとめることで、調査世帯の報告者負担を軽減するため 

②「現金収入」と「預貯金の引出と預入」を別欄にすることで，これらの項目の家計簿への記入漏れを防ぐため 

③支出については支払方法によらず同じ記入欄を用いることで，記入漏れや記入誤りを防ぐため 

④調査世帯における現物の見積額を算出する記入負担を軽減するため 

⑤ポイントや商品券等の支払方法を記述式から選択式にし、各支払方法にかかる記入様式を統一することで，調査世帯の記入負担を軽

減すると共に，記入誤りを防ぐため 

⑥調査世帯の記入負担を軽減するため 

⑦調査世帯の毎日の現金残高確認に利用してもらうことで，家計簿への記入漏れや記入誤りを防ぐため 
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【甲調査 家計簿 11月分】 

表紙 

2019年調査（案） 2014年調査 

  

（変更案） 

 ①名称を変更 

 ②「世帯区分」欄を削除 

（変更理由） 

 ①家計簿Ａが 10月分、家計簿Ｂが 11月分と、家計簿様式と調査月が一対一で対応することとなったため 

 ②世帯区分により異なっていた家計簿の記入方法を統一することにより，家計簿において区別して把握することが不要になったため 

 

 

 

① 

② 
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Ⅰ 自動引落しによる支払 

2019年調査（案） 2014年調査 

    

 

 

 

 

 

 

Ⅰ　口座自動振替による支払

○「１」～「30」以外のものについては，「支払内訳」の種類，品目別に今月の支払額を記入してください。

○クレジットカード，掛買い，月賦による購入分の支払をしたときには，「カード払い 掛買い 月賦」欄に「○」を記入してください。

○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

1 （ 月分）

2 （ 月分）

3 （ 月分）

4 （ 月～ 月分）

5 （ 月～ 月分）

8 （ 月分）

9 （ 月分）

10 （ 月分）

11 （ 月分）

 うち 他社代行請求分　　　　　　

 うち 機器代金分割支払分　　　　　　　

15 （ 月分）

16 （ 月分）

17 （ 月分）

18 （ 月分）

19 （ 月分）

20 （ 月分）

21 （ 月分）

22 （ 月分）

23 （ 月分）

24 （ 月分）

25 （ 月分）

保育所の保育料

幼稚園の保育料

学 校 授 業 料 （ ）

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 （ ）

学 校 教 材 費 （ ）

（ ）

（ ）

住宅ローンの返済

家　　　　　　　　賃

共益費又は管理費

月極駐車場料金

学 校 給 食 費 （ ）

月分）（英字　スポーツ紙を含む） （

業界紙など

　　　　（電話機器代金等）

14
新 聞 代

一般的な中央・地方新聞

13

12

その他の受信料 （ ）

（ ）

（ ）
　　　　（有料サイト利用料等）

インターネット接続料

固 定 電 話 料
金

携 帯 電 話 料
金

（ 月分）

（ 月分）

プ ロ パ ン ガ ス 料
金

水 道 料 金

ＮＨＫ放送受信料

6
ケ ー ブ ル テ レ ビ 受 信 料

インターネット

接続料を含む

7
インターネット接続

料を含まない

都 市 ガ ス 料
金

支払内訳 （種類　品名等）
ｶ ｰ ﾄ ﾞ 払 い
掛 買 い
月 賦

今月の支払額
　　　　　　　　　　　　(円）

電 気 料 金

Ⅰ　口座自動振替による支払（つづき）

26 （ 月分）

27 （ 月分）

28 （ 月～ 月分）

29

30 （ ， 月分）

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

合　　　　計

36

支払内訳 （種類　品名等）
ｶ ｰ ﾄ ﾞ 払 い
掛 買 い
月 賦

今月の支払額
　　　　　　　　　　　　(円）

国 民 年 金 掛
金

国民健康保険料

個 人 住 民 税

固定資産税・都市計画税

保険料（積立・掛け捨て）
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（変更案） 

①記入欄の名称を，「口座自動振替による支払」から「自動引落しによる支払」に変更 

②「カード払い 掛買い 月賦」欄の名称を「クレジット 掛買い・月賦」に変更し，破線の「○」印を追加 

③「携帯電話料金 うち 他社代行徴収分」を，「携帯電話料金 うち 携帯電話事業者による代行徴収分 有料コンテンツ利用料」，「携帯

電話料金 うち 携帯電話事業者による代行徴収分 有料コンテンツ利用料以外の買い物代等」に分割 

④「ケーブルテレビ等受信料 インターネット接続料を含まない」を，「固定電話代」，「携帯電話代」，「その他」に分割 

⑤「保育所の保育料」及び「幼稚園の保育料」を「保育所・幼稚園の保育料」に統合 

⑥「国民健康保険料」，「個人住民税」，「固定資産税・都市計画税」を削除 

⑦「  保険料」の記入欄を１から３に増設 

⑧１ページ目に「合計」欄を追加し，ページ毎に合計を記入するよう変更 

⑨「クレジットカード払いの返済」欄を追加 

（変更理由） 

①～⑧統計委員会における家計調査の家計簿の議論を踏まえた修正 

⑨家計簿への記入漏れを防ぎ，支出をより正確に把握するため 
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Ⅱ 口座への入金（給与・年金等） 

2019年調査（案） 2014年調査 

（世帯主用 １ページ）    （世帯主の配偶者用 １ページ）   （他の世帯員用 ２ページ） 

   

追加 

（変更案） 

①「口座への入金（給与・年金等）」を新設。「口座自動振替による支払」欄及び「現金収入及び現金支出」欄に記入していた，口座へ

入金された「給与明細」，「賞与」，「年金明細」及びその他の収入等について記入する。相当数の記入があると考えられる項目につい

てあらかじめ記載 

②世帯主用，配偶者用及び他の世帯員用のページを用意（計４ページ） 

（変更理由） 

統計委員会における家計調査の家計簿の議論を踏まえた修正 
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Ⅲ 日々の収入と支出 

2019年調査（案） 2014年調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ　現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）
○現物とは，勤め先から支給された定期券，よそからのもらい物・もてなしを受けた場合（もらい物），自家産の野菜や

　自分の店の商品などを家計用として取り入れたり，贈答用に使用した場合をいいます。

○該当するものがあった場合，その品名，「だれから」あるいは「だれへ」など，内容をできるだけ具体的に記入してください。
○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

1 2 3 4 5 6

日 1 1 2 3 4 5 6

日 2 1 2 3 4 5 6

日 3 1 2 3 4 5 6

日 4 1 2 3 4 5 6

日 5 1 2 3 4 5 6

日 6 1 2 3 4 5 6

日 7 1 2 3 4 5 6

日 8 1 2 3 4 5 6

日 9 1 2 3 4 5 6

日 10 1 2 3 4 5 6

日 11 1 2 3 4 5 6

日 12 1 2 3 4 5 6

日 13 1 2 3 4 5 6

日 14 1 2 3 4 5 6

日 15 1 2 3 4 5 6

日 16 1 2 3 4 5 6

日 17 1 2 3 4 5 6

日 18 1 2 3 4 5 6

日 19 1 2 3 4 5 6

日 20 1 2 3 4 5 6

現　　　　物

現

物

支

給

も

ら

い

物

・

も

て

な

し

自

分

の

店

の

商

品

（
贈

答

用

）

自

家

産

（

家

計

用

）

　品 名

自

家

産

（

贈

答

用

）

自

分

の

店

の

商

品

（
家

計

用

）

金　　　　　額

市 価 見 積 額

当てはまる番号を

○で囲んでください。 （円）

Ⅲ　現金収入又は現金支出

○日付は毎日記入してください。

○収入・支出が全くない日は，「支出なし」と記入してください。

　その際，このページの「本日の現金残高」欄に前日記入したページの「本日の現金残高」を記入してください。

○１ページに記入しきれない場合は，次の「Ⅲ　現金収入又は現金支出」のページに記入してください。

　ただし，その場合は，各ページごとに「現金収入」，「現金支出」の合計金額を記入します。

○家計上の収入があった都度記入し，現金による収入だけでなく，口座に振り込まれた収入も記入してください。
○収入は，税金などが差し引かれる前の総額で，だれの収入か，収入の種類・内訳がわかるように記入してください。
○給料や賃金から引かれる税金，健康保険料，厚生年金保険料，財形貯蓄などの控除額は「現金支出」欄に記入してください。

○「しょう油」，「Tシャツ（太郎）」，「かぜ薬」などのように個々の品名を具体的に記入してください。
○クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入は右のページに記入してください。
○贈答用や離れている家族に送るために購入した場合は，品名の後にその用途（使用目的）がわかるように具体的に
　記入してください。

○東京２３区に現住居がある世帯は，現住居がある区で購入した場合は「１」(同じ市町村）を，都内の他の市区町村で
　購入した場合は「２」（他の市町村（県内）)を○で囲んでください。

○同一の品物を，２か所以上の店から購入した場合も，購入先ごとに行を変えて記入してください。
○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

前月からの繰越金

1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

(円） (円）

・
量
販
専
門
店

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ

ト

そ

の

他

1 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

2 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

4 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

5 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

6 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

7 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

8 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

9 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

10 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

11 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

12 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

13 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

14 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

15 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

円

　　　

6

6

6

6

6

現 金 収 入 現 金 支 出 6

記入上の注意

現金収入

現金支出

収  入  の  種  類  又  は
支 出 の 品 名 及 び 用 途

購入先

購入地域

日

購入地域 購　　入　　先

こ　　の　　ペ　　ー　　ジ　　の　　合　　計

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

他
の
市
町
村

(

県
外

)

一

般

小

売

店

ス

ー

パ

ー

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

百

貨

店

生

協

・

購

買

デ

ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

通信
販売

そ

の

他

同

じ

市

町

村

他
の
市
町
村

(

県
内

)

本日の現金残高 円

預貯金引き出し

借入金を含む

収入からの控除 預

貯金預け入れ 借入

金返済を含む

　　

左のページと同じ日について記入してください。

Ⅳ　クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入

○クレジットカード，掛買い及び月賦で購入したときの金額は，購入金額の総額を記入してください。

○月々の支払，頭金や手付金の支払は，ここには記入せず，「Ⅰ　口座自動振替による支払」又は，

　「Ⅲ　現金収入又は現金支出」に記入してください。

○「エアコン　クレジットカード６回払い」や「雑誌（nanaco）」などのように個々の品目を具体的に記入してください。
○贈答用や離れている家族に送るために購入した場合は，品名の後にその用途（使用目的）がわかるように具体的に
　記入してください。
○クレジットカード，掛買い及び月賦で購入したときは，「１」（一括払い）又は「２」（分割払い）を「○」で囲んでください。
○プリペイド（前払い）方式の電子マネーにクレジットによるチャージを行った場合や，オートチャージが行われた場合は，

　「１」（一括払い）を「○」で囲み，「電子マネーにチャージ」又は「電子マネーにオートチャージ」と記入し，金額欄に

　金額を記入してください。

○プリペイド（前払い）方式の電子マネーで商品・サービスを購入したときは，「３」（電子マネー）を「○」で囲み，

　ポストペイ（後払い）方式の電子マネーで商品・サービスを購入したときは，「１」（一括払い）を「○」で囲んでください。

○東京２３区に現住居がある世帯は，現住居がある区で購入した場合は「１」(同じ市町村）を，都内の他の市区町村で
　購入した場合は「２」（他の市町村（県内）)を○で囲んでください。

○同一の品物を，２か所以上の店から購入した場合も，購入先ごとに行を変えて記入してください。
○「家計簿の記入のしかた」を参照して記入してください。

3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

1 2

一

括

払

い

分

割

払

い (円）

・

量

販

専

門

店

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

そ

の

他

1 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

2 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

4 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

5 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

6 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

7 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

8 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

9 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

10 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

11 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

12 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

13 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

14 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

15 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 7 8 9

日

記入上の注意

支払方法

購入地域

購入先

購入地域 購　　入　　先

6

6

6

6

6

　支　 払 　方 　法 ｸﾚｼﾞｯﾄ
掛 買 い
月 賦 生

協

・

購

買

通信
販売

そ

の

他

金　　　　　額

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

デ

ィ

ス

カ

ウ

ン

ト

ス

ト

ア

　品 名 及 び 用 途

6

　 電

子

マ

ネ

ー

同

じ

市

町

村

他

の

市

町

村

(

県

内

)

他

の

市

町

村

(

県

外

)

一

般

小

売

店

ス

ー

パ

ー

百

貨

店

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

当てはまる番号を

○で囲んでください。
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（変更案） 

①「現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）」，「現金収入又は現金支出」，「クレジットカード，掛買い，月

賦，電子マネーによる購入」を「日々の収入と支出」に統合し，１日２ページ（見開き）のレイアウトとする。なお、「現金収入又

は現金支出」に記入していた項目のうち，口座へ入金された収入については「口座への入金（給与・年金等）」欄に記入 

②「現金収入又は現金支出」の記入欄を「支出」、「現金収入」、「預貯金の引出と預入」に分割 

③「クレジットカード，掛買い，月賦，電子マネーによる購入」の記入欄は「支出」に統合 

④「現物（現物支給，もらい物・もてなし，自家産，自分の店の商品）」の記入欄は、「自分の店の商品（家計用）」及び「自分の店の商

品（贈答用）」を「支出」に統合し、その他は廃止 

⑤①～④の整理統合に対応するため，「支払方法」の記入を選択式に変更する。具体的には，「現金」，「クレジット・掛買い・月賦」，

「電子マネー プリペイド（前払い）」，「電子マネー ポストペイ（後払い）」，「ポイント」，「商品券」，「デビットカード」，「口座間振

込等」，「自分の店の商品」の選択肢を追加する。この際，「クレジット 掛買い 月賦」の「一括払い」及び「分割払い」は「クレジ

ット・掛買い・月賦」に，「自分の店の商品（家計用）」及び「自分の店の商品（贈答用）」を「自分の店の商品」に統合し，「電子マ

ネー」は「電子マネー プリペイド（前払い）」と「電子マネー ポストペイ（後払い）」に分割する 

⑥用途を記述式から「自家用以外（贈答・来客用、仕送りなど）」欄に「○」を付ける方式に変更 

⑦「前日からの繰越金」欄を新設 

⑧「購入先・購入地域」の選択肢の並び順を変更 

（変更理由） 

①日々の収入と支出にかかる記入欄を１日２ページ（見開き）にまとめることで，調査世帯の報告者負担を軽減するため 

②「現金収入」と「預貯金の引出と預入」を別欄にすることで，これらの項目の家計簿への記入漏れを防ぐため 

③支出については支払方法によらず同じ記入欄を用いることで，記入漏れや記入誤りを防ぐため 

④調査世帯における現物の見積額を算出する記入負担を軽減するため 

⑤ポイントや商品券等の支払方法を記述式から選択式にし，各支払方法にかかる記入様式を統一することで，調査世帯の記入負担を軽

減すると共に，記入誤りを防ぐため 

⑥調査世帯の記入負担を軽減するため 

⑦調査世帯の毎日の現金残高確認に利用してもらうことで，家計簿への記入漏れや記入誤りを防ぐため 

⑧家計簿の記入のしやすさの向上及び記入漏れや記入誤りを防ぐため。 
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【甲調査 世帯票】 

 Ⅰ 世帯の人数について 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 

（変更案） 

①世帯の人数を調査する項目を追加 

（変更理由） 

 ①氏名の記入欄を削除したことにより，世帯員の記入漏れが生じる可能性があり、世帯人員を記入することで世帯員の記入漏れを防ぐ

ため 

 

  



14 

Ⅱ 全世帯員に共通する事項について 

（１）氏名，男女の別及び続き柄 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

（変更案） 

①世帯員氏名を調査する項目を削除し，世帯員を「１人目」，「２人目」，「３人目」，「４人目」と区別する形式に変更 

（変更理由） 

①氏名は調査世帯の忌避感が強い項目であり，調査世帯の負担を小さくするため 
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育児休業の取得の有無 

2019年調査（案） 2014年調査 

廃止 

 

（変更案） 

 ①育児休業の取得の有無を調査する項目を廃止 

（変更理由） 

 ①2014年調査において行政上の施策への利用がないため 
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（５）ふだんの１週間の就業時間 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 

（変更案） 

 ①ふだんの１週間の就業時間を調査する項目を追加 

（変更理由） 

①労働時間と家計収支・保有資産との関係を分析するため 
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（６）就学状況，国公立・私立の別，各種学校・塾など 

2019年調査（案） 2014年調査 
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（変更案） 

 ①在学者の学校の種別を調査する項目を，全世帯員の就学状況を調査する項目に変更し，「在学中」，「卒業」，「未就学・その他」の別

を調査する選択肢を追加 

 ②「小学校」及び「中学校」を「小学・中学」に統合 

 ③「高校」を「高校・旧制中」，「短大・高専」を「短大・高専・旧制高」に表記を変更 

 ④「専門学校」について，修業年限を調査する項目を追加 

 ⑤「未就学・その他」について，「その他（乳児など）」の選択肢を追加 

 ⑥国公立・私立の別を調査する項目を廃止 

 ⑦各種学校・塾などを調査する項目を廃止 

（変更理由） 

 ①学歴による世帯間の経済格差を分析するため。OECDからの学歴別の所得・資産等のデータ提供依頼に対応するため 

 ②平成 22年国勢調査における就学状況の調査区分に合わせるため 

 ③旧制学校卒業者の記入誤りを防ぐため 

 ④平成 29年就業構造基本調査の調査区分を参考にし，就学状況をより詳細に分析するため 

 ⑤何らかの事情により，いずれの学校にも在学・卒業していない場合の選択肢とするため 

 ⑥行政上の施策への利用がなく，結果表の作成上でもほとんど利用されていないため 

 ⑦行政上の施策への利用がなく，結果表の作成上でもほとんど利用されていないため 
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（７）仕事の種類，（８）勤め先の企業区分及び規模，勤め先又は自営事業の名称，事業の内容 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①勤め先又は自営事業について，個人単位から世帯主の仕事のみを捉えるように変更 

 ②「名称」及び「事業の内容」を調査する項目を廃止 

 ③「本人のしている仕事の内容」を「仕事の種類」に名称変更 

 ④企業規模について，人数の区分を細分化 

（変更理由） 

 ①記入の忌避感が強い調査項目である一方で，統計利用においては世帯主の職業に関する分析が中心であるため 

 ②記入の忌避感が強い調査項目である一方で，統計利用においては行政上の施策への利用がないため 

 ③調査対象を世帯主のみに限定したことによる文言の修正 

 ④①～③の変更により減少した勤め先に関する情報を補うため 
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介護をしている状況 

2019年調査（案） 2014調査 

廃止 

 

（変更案） 

 ①介護をしている状況を調査する項目を廃止 

（変更理由） 

①介護の有無の判断は主観によるところが大きく，家計収支との関係の分析，家計構造の解析に用いる項目としては不明確・不明瞭な

点が多く，また，行政上の施策への利用もないため 
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（９）要介護・要支援認定の状況 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①要介護・要支援の認定の有無を個人単位から世帯単位で捉えるように変更 

 ②要介護・要支援の認定を受けている人の人数を調査する欄を追加 

（変更理由） 

 世帯内の要介護・要支援認定者の人数を把握することにより，世帯の消費と介護の関係性をより精緻に捉えるため 
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Ⅱ ３か月以上不在の家族について 

（10）家計を主に支える人 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①氏名を調査する項目を削除 

（変更理由） 

①氏名は調査世帯の忌避感が強い項目であり，調査世帯の負担を小さくするため 
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子の住んでいる場所について 

2019年調査（案） 2014年調査 

廃止 

 

（変更案） 

 ①子の住んでいる場所に関する調査事項を廃止 

（変更理由） 

 ①2014年調査に関する行政上の施策への利用がなく，結果表の利用件数も少ないため 
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被災に関する事項について 

2019年調査（案） 2014年調査 

廃止 

 

（変更案） 

 ①被災に関する調査事項を廃止 

（変更理由） 

①2014年調査における行政上の施策への利用がなく，結果表の利用件数も少ないため 
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Ⅳ 単身世帯について 

（12）単身世帯の形態 

2014年調査（案） 2019年調査 

 

 

（変更案） 

 ①「単身赴任」及び「出稼ぎ」を「単身赴任・出稼ぎ」に統合 

（変更理由） 

①家計調査の世帯票では 2018 年調査から「単身赴任」と「出稼ぎ」を統合する改正を行っており，家計調査の改正を踏まえ，同様の

対応とするため 
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Ⅴ 現住居等に関する事項について 

（14）住居の延べ床面積 

2019年調査（案） 2014年調査 

  

（変更案） 

 ①面積を小数第一位まで記入する方式から整数値で記入する方式に変更 

（変更理由） 

 ①整数値による記入でも，住宅及び宅地資産の資産額の推計額にほとんど影響しないため 
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（16）住居の所有関係 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①「民営の賃貸住宅」及び「借間」を「民営の賃貸住宅（借間を含む）」に統合 

（変更理由）  

 ①2014 年調査の結果表では民営借家と借間をまとめて表章しており，区別して調査する必要性がないため。また，家計調査の世帯票

では 2018年調査から「民営の賃貸住宅（借間を含む）」という選択肢に見直しており，当該見直しを踏まえ，同様の対応とするため 
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（18）住居の敷地面積 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①面積を小数第一位まで記入する方式から整数値で記入する方式に変更 

（変更理由） 

①整数値による記入でも，住宅及び宅地資産の資産額の推計額にほとんど影響しないため 
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（19）住居の建築時期 

2019年調査（案） 2014年調査 

 
 

（変更案） 

 ①「昭和 40年以前」を「昭和 45年以前（1970年以前）」に変更 

②選択肢に「2019年」を追加 

（変更理由） 

 ①建築から 50年以上経過した住居については，残価率を一定となるように計算しているため 

②2019年は改元があることから，あらかじめ選択肢に 2019年を明記することで世帯の記入誤りを防ぐため 
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住居への入居時期 

2019年調査（案） 2014年調査 

廃止 

 

（変更案） 

 ①住居への入居時期を調査する項目を廃止 

（変更理由） 

 ①2014年調査において行政上の施策への利用がなく，結果表の利用件数も少ないため 
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設備の有無（平成元年以降に取得したもの） 

2019年調査（案） 2014年調査 

廃止 

 



32 

（変更案） 

①設備の有無に関する調査事項を廃止 

（変更理由） 

 ①調査世帯の記入負担を軽減し，非標本誤差の是正・改善を図ることを目的として，耐久財等調査票を廃止するため 
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Ⅵ 現在住んでいる住居以外の住宅及び土地について 

（20）現住居以外の住宅をあなた又はあなたの家族名義で所有していますか（法人名義は除きます） 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①「昭和 40年以前」を「昭和 45年以前（1970年以前）」に変更 

 ②建築時期の選択肢に「2019年」を追加 

 ③面積を小数第一位まで記入する方式から整数値で記入する方式に変更 

（変更理由） 

 ①建築から 50年以上経過した住居については，残価率を一定となるように計算しているため 

②2019年は改元があることから，あらかじめ選択肢に 2019年を明記することで世帯の記入誤りを防ぐため 

③整数値による記入でも，住宅及び宅地資産の資産額の推計額にほとんど影響しないため 
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（21）現居住地以外の土地（住宅用）をあなた又はあなたの家族名義で所有していますか（法人名義は除きます） 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

（変更案） 

 ①面積を小数第一位まで記入する方式から整数値で記入する方式に変更 

（変更理由） 

 ①整数値による記入でも，住宅及び宅地資産の資産額の推計額にほとんど影響しないため 
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Ⅶ 毎月の家賃支払額，毎月の住宅ローンの返済額について 

（22）月々支払っている家賃及び住宅ローン 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 

（変更案） 

 ・月々支払っている家賃及び住宅ローンに関する調査事項を追加 

  ① 月々支払っている家賃の有無と金額を把握 

  ② 月々支払っている住宅ローンの有無と金額を把握 

（変更理由） 

 ・消費支出項目の支出金額階級別や住宅ローン返済額階級別の集計を実施するため。また，簡易調査において消費支出に関する調査を

実施していないため 
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【甲調査 耐久財等調査票】 

表面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

（廃止） 

 

 

（変更案） 

 ①全調査項目の削除 
（変更理由） 

 ①調査世帯の記入負担を軽減し，非標本誤差の是正・改善を図るため，耐久財等調査票は廃止する 

 



37 

  裏面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

（廃止） 

 

（変更案） 

 ①全調査項目の削除 
（変更理由） 

 ①調査世帯の記入負担を軽減し，非標本誤差の是正・改善を図るため，耐久財等調査票は廃止する 
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【甲調査 年収・貯蓄等調査票】 

「Ⅰ 年間収入について」欄及び「Ⅱ 仕送り金について」欄 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

① 
②  

③  

④  
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（変更案） 

 ①「(7)社会保障給付金（公的年金・恩給以外）」欄を追加 

 ②「企業年金・個人年金受取金」欄を「企業年金受取金」欄及び「個人年金受取金」欄に分割 

 ③「その他の年間収入」欄に自由記入できるスペースを創設 

 ④「Ⅰ 年間収入について」の「(9)親族などからの仕送り金」を「Ⅱ 仕送り金について」として別立てして「(2)親族などに仕送り

をした額」を追加 

（変更理由） 

 ①年間収入の内訳をＯＥＣＤの定義に沿って調査するため 

 ②ＯＥＣＤ基準改定による所得定義の新基準に対応するため 

 ③試験調査を実施した結果，当該項目に含めるべきではないものが記入される実態が明らかになったため，自由記入欄を設けてその内

容を判別するため 

 ④ＯＥＣＤ基準改定による所得定義の新基準に対応するため 
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  「Ⅲ 貯蓄現在高」欄 

2019年調査（案） 2014年調査 

  

（変更案） 

 ①ゆうちょ銀行等と銀行等の区別をつけずに統合 

 ②「株式・株式投資信託」欄及び「債券 公社債投資信託」欄から「投資信託」を分離し、独立した金融資産として項立て 

 ③合計の内数として「外貨預金・外債・外国株式」を廃止 

（変更理由） 

 ①集計上は区別して表章しておらず，区別して記入することは調査世帯の記入負担にもなるため 

 ②ＯＥＣＤが定義する集計区分に対応するため。また，これまでの調査項目の区分は記入のしかたが難しく，調査世帯の負担となって

いたため 

 ③2014年調査において行政上の施策への利用がないため 

① 

②  

③  
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【家計簿 C】 

    表紙 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

（廃止） 

 

 

（変更案） 

 ①全調査項目の削除 
（変更理由） 

 ①行政上の施策への利用がないため 
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  Ⅰ 世帯員へのこづかい 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

（廃止） 

 

 

（変更案） 

 ①全調査項目の削除 
（変更理由） 

 ①行政上の施策への利用がないため 
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  Ⅱ 世帯員の個人的な支出 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

 

 

 

 

 

 

（廃止） 

 

 

（変更案） 

 ①全調査項目の削除 
（変更理由） 

 ①行政上の施策への利用がないため 
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【丙調査 二人以上の世帯用調査票】 

表面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 

（変更案） 

 ・家計調査の調査世帯に配布する調査票の追加 

  ① 世帯員に関する事項（「就業・非就業の別」，「ふだんの１週間の就業時間」，「就学状況」，「要介護・要支援認定の状況」）を把握 

（変更理由） 

 ・全国消費実態調査と家計調査の統合集計を検討するに当たり，家計調査では調査をしていない調査項目があることから，追加調査に

より把握する必要があるため 
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  裏面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 
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（変更案） 

 ・家計調査の調査世帯に配布する調査票の追加 

  ① 現在住んでいる住居以外の住宅及び土地の状況を把握 

  ② 世帯の年間収入（「家賃・地代の年間収入」，「社会保障給付金」，「企業年金受取金」，「個人年金受取金」，「利子・配当金」）を把

握 

  ③ 仕送り金の状況を把握 

（変更理由） 

・全国消費実態調査と家計調査の統合集計を検討するに当たり，家計調査では調査をしていない調査項目があることから，追加調査に

より把握する必要があるため 
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【丙調査 単身世帯用調査票】 

表面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 

（変更案） 

 ・家計調査の調査世帯に配布する調査票の追加 

  ①世帯主に関する事項（「就業・非就業の別」，「ふだんの１週間の就業時間」，「就学状況」，「要介護・要支援認定の状況」）を把握 

  ②現在住んでいる住居以外の住宅及び土地の状況を把握 
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（変更理由） 

・全国消費実態調査と家計調査の統合集計を検討するに当たり，家計調査では調査をしていない調査項目があることから，追加調査に

より把握する必要があるため 
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  裏面 

2019年調査（案） 2014年調査 

 

新規 
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（変更案） 

 ・家計調査の調査世帯に配布する調査票の追加 

  ①世帯の年間収入（「家賃・地代の年間収入」，「社会保障給付金」，「企業年金受取金」，「個人年金受取金」，「利子・配当金」）を把握 

  ②仕送り金の状況を把握 

  ③貯蓄残高の状況を把握 

  ④借入金残高の状況を把握 

（変更理由） 

・全国消費実態調査と家計調査の統合集計を検討するに当たり，家計調査では調査をしていない調査項目があることから，追加調査に

より把握する必要があるため 

 

 

 

 

 


